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1学術情報流通のワークフローにおける生成AI活用の展望： AIによる原稿作成と査読に係る海外の動向と国内の対応例



利益相反の開示

• 以下の利益相反について開示します。

• 私は、以下の企業の未公開株式全株を保有しています。

• 株式会社 あなたのＡＩ
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アウトライン

• ２０２５年１月時点における、生成ＡＩの査読利用について

• ２０２５年～２０２６年における学術出版業界でのトピック

• ２０２６年１月時点における、生成ＡＩの査読利用について、
２０２５年時点と比較して変化が見られた点について

• まとめ、今後の展望
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自己紹介

• 山本 憲（やまもと あきら）

• 平成７年 京都大学医学部卒業

• 令和６年 順天堂大学健康データサイエンス学部

• 放射線科（画像診断専門医）、医学教育専門家

• 脳ＭＲＩ研究、バーチャルリアリティ教材開発、
生成ＡＩの教育への利活用研究

• https://sites.google.com/jsme-work.jp/ict-genai-symposium
• https://researchmap.jp/7000008766
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これまでの講演の内容

• ２０２５年１月 JAMJE（日本医学雑誌編集者
会議）シンポジウム
• https://jams.med.or.jp/jamje/library/13_jamje/menu.html

• 研究者による出版社訴訟、査読ツール、出版社ガイ
ドライン

• ２０２５年１０月 日本癌治療学会総会
• 査読制度の危機、査読者教育、ＡＩとの協働モデル

• ２０２６年２月 J-STAGEセミナー（今回）
• ２０２５年から２０２６年の変化について
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２０２６年までに変化したポイント

•出版社や団体からガイドラインが発出・改訂された。
• ＳＴＭガイドライン

• ２０２５年９月改訂、第１回J-STAGEセミナー
• 【Overview of STM Guidance on the Use of AI in Publishing Research Outputs】
• Caroline Sutton氏（国際STM出版社協会）

• ＣＯＰＥでのディスカッション
• https://publicationethics.org/topic-discussions/emerging-ai-dilemmas-scholarly-publishing
• https://publicationethics.org/news-opinion/ai-dilemmas-scholarly-publishing-insights-beyond-

forum
• https://publicationethics.org/news-opinion/ethics-ai-peer-review-podcast

• 論文執筆や査読での生成ＡＩ利用の実態調査が進んだ。

• 検出・禁止から利用・開示への移行が見られた。

• 生成ＡＩによる論文執筆や査読活動が増加した。
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調査方法の変遷
• ２０２５年１月当時はＧｏｏｇｌｅ検索、ＰｕｂＭｅｄ等を用いていた。

• その後、ＣｈａｔＧＰＴのＤｅｅｐＲｅｓｅａｒｃｈモードも試してみたが、ハルシ
ネーションに悩まされた。

• その後、様々な文献調査ツール：Ｅｌｉｃｉｔ、Ｃｏｎｓｅｎｓｕｓ、Ａｓｔａなどの
登場後はもっぱら調査にはそれらツールを利用。医学知識にはＯｐｅｎＥｖｉｄｅｎｃ
ｅを利用
• https://doi.org/10.1038/d41586-024-03676-9
• https://doi.org/10.1038/d41586-023-01273-w

• ２０２６年はＧｅｍｉｎｉのＤｅｅｐＲｅｓｅａｒｃｈモードでハルシネーション生成
が減少している印象がある。

• WEB上の情報ソース、メーリングリスト等
• https://scholarlykitchen.sspnet.org/
• https://stm-assoc.org/
• https://publicationethics.org/
• https://www.nistep.go.jp/
• https://peerreviewweek.net/
• Journalology（ブログ）

• 上記メーリングリストや記事内容からの孫引きアクセス情報等 
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https://peerreviewcongress.org/abstract/quantifying-and-assessing-the-use-of-generative-ai-by-authors-and-reviewers-in-the-cancer-research-field/

ＡＩを用いて生成されたテキスト
が検出された割合は年々増加

2025 2026



WEBで流れていた広告：論文代筆
研究実施サポートツール
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コンピュータサイエンス領域研究の現状

• 2022年11月にChatGPTが登場し
て以来、arXivプレプリントリポ
ジトリへの月間投稿数は50%以
上増加し、毎月却下される論文
数は5倍の2,400件を超えている。

• 査読にAIを活用するなど、偽造
論文の排除。

• 例えば、arXivは、初めて投稿す
る研究者に対して適格性チェッ
クを追加し、過去に査読機関に
受理されていないコンピュー
ターサイエンスのレビュー論文
を禁止した。

https://doi.org/10.1038/d41586-025-03967-9



ICMJEガイドライン 2024年1月改訂版
2026年1月改訂版が発行されました
• AI利用の開示:

• 論文投稿時に、Large Language Models (LLMs)、チャットボット、画像生成ツールといったAI技術を論文作成に利用したかどうかを
開示する必要あり。

• AI利用方法の説明
• AI技術を利用した場合、カバーレターと論文内の適切なセクションで、具体的な利用方法を説明する必要あり。
• 例：ライティング支援ツールとしてAIを利用した場合は謝辞に記述する。
• データ収集、分析、図表作成にAIを利用した場合は、方法のセクションに記述する。

• AIの責任
• ChatGPTのような生成AIを著者として記載できない。
• AIは論文の正確性、完全性、オリジナリティについて責任を負えない。責任は、著者に求められる。

• 人間の責任
• AI技術を利用して作成された論文についても、最終的な責任者は人間。
• AIは、一見もっともらしい誤った、不完全な、または偏ったアウトプットを生成する可能性があるため、著者は結果を注意深くレ

ビューし、編集する必要がある。

• 剽窃の禁止
• 論文には、AIが生成したテキストや画像を含め、剽窃禁止。
• すべての引用について、完全な引用を含め、適切な帰属が示されていることを人間が確認する必要あり。

• 査読者によるAI利用
• 査読者は、査読を円滑に進めるためにAI技術を利用する前に、事前に雑誌の許可を得る必要あり。
• 査読者は、AIが誤った、不完全な、または偏った、もっともらしいアウトプットを生成する可能性があることを認識しておく必要
あり。
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https://www.icmje.org/news-and-editorials/updated_recommendations_jan2024.html２０２６年1月改訂版が発出されました
V. USE OF AI IN PUBLISHINGとして記載あり
https://www.icmje.org/icmje-recommendations.pdf

B. 査読者によるAIの利用
査読者は、AIの利用に関する学術誌の方針を遵守するか、査読を補助する目的でAI技術を使用する前に学術誌
の許可を得なければならない。第II.C.2.c節に記載されているとおり、査読者は原稿の機密性を保持する義務が
あり、機密性が保証されないソフトウェアやその他のAI技術に原稿をアップロードすることは、学術誌が明示
的に許可していない限り禁止される。
査読にAIを使用した査読者は、その使用を学術誌に開示しなければならず、AIが誤り、不完全、または偏った
出力を生成する可能性があることを踏まえ、内容の適切性および妥当性を確認しなければならない。



論文執筆時のＡＩ利用の９分類（１）

12
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdfをもとに一部改変

https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf
https://s3.eu-west-2.amazonaws.com/stm.offloadmedia/wp-content/uploads/2025/04/23020709/STM_AI_Classification_Recs_19_Sept2025-1.pdf


論文執筆時のＡＩ利用の９分類（２）
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サイエンス誌の
ガイドライン
• 研究実施：少ない

• 原稿作成

• 査読

• 査読回答

• 原稿改訂

• 編集部利用
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https://www.asca-co.com/science/science-pick-up-
%e3%80%8escience%e8%aa%8c%e3%81%ab%e3%81%8a%e3%8
1%91%e3%82%8bai%e4%bd%bf%e7%94%a8%e3%82%ac%e3%8
2%a4%e3%83%89%e3%83%a9%e3%82%a4%e3%83%b3%e3%80
%8f%e5%85%a8%e6%96%87%e7%bf%bb/

論文関係が
ほとんど
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あなたのお考えは？Natureによる調査
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• 生成ＡＩを使った英語翻訳で良い
かどうか。

• 英語という共通言語の取り扱い。
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https://doi.org/10.1038/d41586-026-00229-0



ＡＩツール類・編集用ツール類（英語）
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Peer ReviewWeek 2025での議論とACSE

• https://peerreviewweek.net/prw2025.php
• 2025年9月15日～19日、オンライン開催

•「Rethinking Peer Review in the AI Era」がテーマ

• インタビュー記事
• https://www.editage.jp/blog/an-interview-with-maryam-sayab-ai-and-the-future-of-peer-review/

• Asian Council of Science Editors
• https://theacse.com/
• Peer Review Weekでも多数の情報発信

• 2月16日にELIZAシステムの紹介

• 編集、情報確認、査読アシスタント機能
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出版社もＡＩツールを提供している

•【Harnessing Generative AI for Actionable Insights and Societal 
Impact】柿田佳子氏 (Elsevier)

• Nature Research Assistant
• https://researchassistant.nature.com/
• 未発表原稿をアップロード可能

• 修正点コメントが付加される

• 関連文献検索

• 投稿先学術誌探し
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Wiley社のScholor Gateway、AIレポート

• https://www.youtube.com/watch?v=p7DgzsgoFAs
• 米国の図書館司書のかたから見たＡＩ

• https://www.wiley.com/en-gb/publish/ai-insights/ai-research-
discovery-scholar-gateway-insights/

• https://www.wiley.com/en-jp/about-us/ai-resources/ai-study/ai-
resources/

• Scholar Gateway
• https://www.wiley.com/en-jp/solutions-partnerships/ai-solutions/
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WILEY社の研究者調査
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生成AIを査読に使う
• openRxivは、人工知能（AI）を活用した査読ツ

ールをプレプリントサイトに統合すると発表。
• https://arxiv.org/abs/2501.10326
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https://doi.org/10.1038/d41586-025-00894-7 



すでに５０％以上が論文査読にＡＩを使用

• 出版社Frontiersによる調査結果
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実際の学術論文を査読させてみた実験
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https://doi.org/10.1038/d41586-025-04066-5

• https://www.youtube.com/watch?v=PnywsFUF89s
• https://www.nature.com/articles/s41467-025-61525-3
• 4つの異なる設定

• 追加の文脈を与えずに論文の査読を依頼

• 査読報告書の構造を模倣し、洗練された言語を使用するこ
とはできた

• 建設的なフィードバックを生成できず、事実誤認

• 高度なプロンプトを与えてもAIの性能は向上せず
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文献探索のためのAIツールの開発論文
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ローカルAI環境

• 強力なAIを机の上で

• データ漏洩なし

• ファインチューニング可能

• RAG可能
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https://www.nvidia.com/ja-jp/products/workstations/dgx-spark/



学術誌独立宣言
• https://oad.simmons.edu/oadwiki/Journal_declarations_of_indep

endence
• 学術誌の編集者らが、抗議して辞任、新しい学術誌を立ち上げ
る。

• ２０２３年にNeuroImage誌（エルゼビア社）の編集者全員が、
同誌の高額なAPCに抗議し、新しいOAジャーナル（Imaging 
Neuroscience）（MIT Press社）を立ち上げた。

• ２０２５年時点でNeuroImage誌のIF低下なし、 Imaging 
Neuroscience誌も順調に論文を発行中。

• https://scholarlykitchen.sspnet.org/2026/02/11/so-is-the-essence-of-a-journal-portable-checking-in-on-_neuroimage_-
and-_imaging-neuroscience_/
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２０２５～２０２６年の変化のまとめ

• 生成ＡＩ利用の検出・禁止から、利用方法の明示・開示へと全
体の論調が変化した。

• さまざまな学術出版に利用できるＡＩツール類が登場した。

• 学術研究者からの生成ＡＩ利用についての調査論文。

• 学会・学術出版社側もＡＩシステムの提供や生成ＡＩ利用につ
いてのガイドライン発出。

• これらの変化を受けて、課題点も変化してきている。
• 生成ＡＩ利用を開示することを推進するための動き

• 生成ＡＩ利用を開示することでデメリットが無いことを示す。
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まとめと今後の展望

• 科学研究論文における査読（Peer review）の価値は変わらない。

• 生成ＡＩの性能向上や専門的ＡＩの開発による進化がある。

• 人による査読をサポートする、人による査読に追加する形で生
成ＡＩによる査読が導入される可能性がある。

• 生成ＡＩの査読への導入は増え続ける科学技術論文査読需要に
対応するための1つの対策となり得る。

• 未公開論文情報の保護、ＡＩ利用の透明性の担保、査読用ＡＩ
システムの公平性の確保が必要である。
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ご清聴ありがとうございました

• ご質問は、以下のメールアドレスへご連絡ください。

• a.yamamoto.dm@juntendo.ac.jp
• 山本 憲（やまもとあきら）

• 順天堂大学健康データサイエンス学部
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